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(54)【発明の名称】 超音波画像診断装置およびその制御方法

(57)【要約】
【課題】  サンプリングポジションマーク、Ｍマーク、
カラーＲＯＩ表示の位置をそれぞれ記憶および呼出して
表示可能とし、同時に２画像のＲＯＩ表示が可能な超音
波画像診断装置を提供する。
【解決手段】  処理手順１により比較元となる画像のサ
ンプリングポジションおよび画質条件を保存する。比較
先の画像のサンプリングポジションおよび画質条件も保
存し、両画像の比較において双方のサンプリングポジシ
ョンおよび画質条件を呼出して再表示を行う。２つの画
像を同時に表示し、それぞれに相異なるＲＯＩの表示が
できる。Ｍマーク、カラーＲＯＩ表示も同様に行われ
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体内を超音波の送受信により走査し
て得た超音波断層像を表示する超音波画像診断装置にお
いて、
前記超音波断層像を表示するための画質条件を取り込み
記憶する画質条件取り込み手段と、
前記超音波断層像上に表示された前記診断情報が取り込
まれる位置表示の位置情報を記憶する取り込み位置記憶
手段と、
前記取り込み位置記憶手段にて記憶された前記位置情報
と前記画質条件とに基づいて前記情報取り込み位置の再
表示が可能な再表示手段とを備えることを特徴とする超
音波画像診断装置。
【請求項２】  前記取り込み位置記憶手段は、記憶され
た前記情報取り込み位置において再表示の待機状態であ
ることを示すための待機表示を行う待機表示手段を備え
ることを特徴とする請求項１に記載の超音波画像診断装
置。
【請求項３】  被検体内を超音波の送受信により走査し
て得た超音波画像を表示する超音波画像診断装置の制御
方法において、
第１の超音波画像と位置を指定するためのマークを重畳
表示するステップと、
前記第１の超音波画像におけるマークの位置に対応する
第１の診断情報画像を求めるステップと、
前記第１の超音波画像と前記第１の診断画像を同時に表
示するステップと、
第２の超音波画像と位置を指定するためのマークを重畳
表示するステップと、
前記第２の超音波画像におけるマークの位置に対応する
第２の診断情報画像を求めるステップと、
前記第２の超音波画像、前記第１の診断画像及び前記第
２の診断画像を同時に表示するステップとを備えること
を特徴とする超音波画像診断装置の制御方法。
【請求項４】  被検体内を超音波の送受信により走査し
て得た超音波画像を表示する超音波画像診断装置の制御
方法において、
第１の超音波画像と位置を指定するための第１のマーク
を重畳表示するステップと、
前記第１のマークの位置を移動するステップと、
前記第１のマークの位置情報を記憶手段に記憶するステ
ップと、
前記第１の超音波画像における第１のマークの位置に対
応する第１の診断情報画像を求めるステップと、
第２の超音波画像と位置を指定するための第２のマーク
を重畳表示するステップと、
前記第２のマークの位置を移動するステップと、
前記第２の超音波画像における第２のマークの位置に対
応する第２の診断情報画像を求めるステップと、
前記第２の診断情報を求めた後に、前記記憶手段に記憶
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された位置情報に基づいて前記第１のマークの位置を再
現して第１の超音波画像と重畳表示するステップとを備
えることを特徴とする超音波画像診断装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】超音波画像診断装置に関し、
特に詳しくはＭマーク、サンプリングポジションマーク
およびカラーＲＯＩ表示に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】従来において、被検体である患者体内組
織における関心領域を診察するための画像情報を得るた
めに、その侵襲性の低さと操作の容易さから超音波画像
診断装置が広く用いられている。これらの超音波画像診
断装置により提供される画像情報伝達の機能に対して、
使用者である医師や臨床検査技師などからは更なる利便
性および操作性の向上が求められている。
【０００３】これらの使用者側からの要求に対して、従
来の超音波画像診断装置においては様々な技術が適用さ
れてきた。特に近年における超音波画像診断装置の急速
な普及に伴い、医療現場においての超音波画像診断が日
常的に用いられるようになっている。このような状況に
おいては時間当たりに多人数の患者に対して超音波検査
を行うことになり、多数の超音波断層画像を自在に記憶
し、また自在に呼出し可能な構成を備えることが肝要に
なっている。
【０００４】図４には従来の超音波画像診断装置１６の
概略構成を示しており、患者などの被検体に超音波を送
受信するためのプローブ１７と、超音波を送受信する場
合における送受信のタイミングを制御するＴ／Ｒ１８
と、超音波の送信のための駆動信号を生成する送信回路
１９と、受信した超音波を電気信号として受信する受信
回路２０と、を備える。また、受信回路２０に対しては
受信した信号を目的に応じて信号処理するために、Ｂモ
ード処理２１と、ＣＦＭ２２と、ＦＦＴ２３とがそれぞ
れ接続されている。これらの信号処理のための構成から
出力される処理済の信号は画像処理装置２４に入力され
る。この画像処理装置２４には記憶装置２５と、操作パ
ネル２６とが接続される。画像処理装置２４からの出力
を受けて画像として表示するモニタ２７が備わる。
【０００５】このような超音波画像診断装置１６におい
ては、記憶装置２５が装置本体内部に設けられ、この記
憶装置２５は半導体メモリなどに画像データを記憶させ
る技術により実用化されている。この記憶装置２５は従
来の超音波画像診断装置１６の大部分において装備され
ている。この記憶装置２５はその内部に対する書込みや
呼出しを画像処理装置２４の備える図示しないＣＰＵに
て制御されており、超音波断層像の表示データは画像デ
ータとして、この記憶装置２５に記憶される。なお、画
像データとしてはＢモード、Ｍモード、ドプラモード、
カラードプラモードなどの各超音波走査モードに関する
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ものである。なお、記憶装置２５は半導体メモリなどに
よる構成の他に、たとえば磁気ディスクや光ディスクな
どの記憶媒体を適用することもできる。
【０００６】また、ＣＰＵにより記憶装置２５に記憶さ
れた画像データは、たとえば装置本体に設けられている
操作パネル２６から入力された再生呼出し指示によって
任意にモニタ２７の画面上に呼出すことができる。この
呼出し可能な画面は静止画像に限らず、Ｂモード処理２
１やＣＦＭ２２およびＦＦＴ２３にて処理された受信信
号に基づいて表示されるＢモード像やドプラ画像および
Ｍモード画像などの動画においても可能である。
【０００７】これらの動画および静止画像は、全て画像
データとして前述の半導体メモリにて構成されている記
憶装置２５に記憶され、この記憶において画像メモリ内
のアドレスは予めいくつかの区画に区切られている。画
像記憶時に、この区切られた区画に対して画像データを
それぞれ記憶させておき、使用者の任意により呼出し可
能とされる。この画像呼出しのための指示は操作パネル
２６にて行われている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、従来技
術による超音波画像診断装置の構成においては、記憶さ
れたＭモード、ドプラモード、カラードプラモードによ
りＲＯＩ（Ｒｅｇｉｏｎｏｆ  Ｉｎｔｅｒｅｓｔ）の画
像を表示することができるものの、選択された１枚のみ
の画像表示であった。このため、２枚の画像を比較する
場合にはそれぞれの画像を交互に呼出して比較しなけれ
ばならなかった。
【０００９】このため、現在表示されている画像の前に
表示されていた比較対照となる画像を記憶しておく必要
が有り、操作性の点で操作者に負担となる部分が多く正
確な画像情報の比較という点で決して満足の行くもので
はなかった。
【００１０】また、ドプラモード、Ｍモード、カラード
プラモードにより２枚のＲＯＩの画像を比較する場合に
は、それぞれの画像におけるサンプリングポジション、
Ｍマーク位置、カラーＲＯＩ位置を操作者が記憶してお
く必要があった。この記憶に頼って交互に切り替えた画
像に対して、その都度にサンプリングポジション、Ｍマ
ーク位置、カラーＲＯＩ位置をそれぞれ設定し直す必要
があり、決して満足の行くものではなかった。
【００１１】本発明は、これらの課題に鑑みてなされた
ものであり、サンプリングポジションマーク、Ｍマーク
およびカラーＲＯＩ表示の位置を記憶および呼出し可能
とし、また、同時に２個所のＲＯＩをそれぞれ画面表示
可能な超音波画像診断装置を提供することを目的とす
る。
【００１２】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に請求項１に記載の本発明においては、被検体内を超音
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波の送受信により走査して得た超音波断層像を表示する
超音波画像診断装置において、前記超音波断層像を表示
するための画質条件を取り込み記憶する画質条件取り込
み手段と、前記超音波断層像上に表示された前記診断情
報が取り込まれる位置表示の位置情報を記憶する取り込
み位置記憶手段と、前記取り込み位置記憶手段にて記憶
された前記位置情報と前記画質条件とに基づいて前記情
報取り込み位置の再表示が可能な再表示手段とを備える
ことを特徴とする超音波画像診断装置をもって解決手段
とする。
【００１３】また、請求項２に記載の本発明において
は、前記取り込み位置記憶手段は、記憶された前記情報
取り込み位置において再表示の待機状態であることを示
すための待機表示を行う待機表示手段を備えることを特
徴とする請求項１に記載の超音波画像診断装置をもって
解決手段とする。
【００１４】また、請求項３に記載の本発明によれば、
被検体内を超音波の送受信により走査して得た超音波画
像を表示する超音波画像診断装置の制御方法において、
第１の超音波画像と位置を指定するためのマークを重畳
表示するステップと、前記第１の超音波画像におけるマ
ークの位置に対応する第１の診断情報画像を求めるステ
ップと、前記第１の超音波画像と前記第１の診断画像を
同時に表示するステップと、第２の超音波画像と位置を
指定するためのマークを重畳表示するステップと、前記
第２の超音波画像におけるマークの位置に対応する第２
の診断情報画像を求めるステップと、前記第２の超音波
画像、前記第１の診断画像及び前記第２の診断画像を同
時に表示するステップとを備えることを特徴とする超音
波画像診断装置の制御方法をもって解決手段とする。
【００１５】また、請求項４に記載の本発明によれば、
被検体内を超音波の送受信により走査して得た超音波画
像を表示する超音波画像診断装置の制御方法において、
第１の超音波画像と位置を指定するための第１のマーク
を重畳表示するステップと、前記第１のマークの位置を
移動するステップと、前記第１のマークの位置情報を記
憶手段に記憶するステップと、前記第１の超音波画像に
おける第１のマークの位置に対応する第１の診断情報画
像を求めるステップと、第２の超音波画像と位置を指定
するための第２のマークを重畳表示するステップと、前
記第２のマークの位置を移動するステップと、前記第２
の超音波画像における第２のマークの位置に対応する第
２の診断情報画像を求めるステップと、前記第２の診断
情報を求めた後に、前記記憶手段に記憶された位置情報
に基づいて前記第１のマークの位置を再現して第１の超
音波画像と重畳表示するステップとを備えることを特徴
とする超音波画像診断装置の制御方法をもって解決手段
とする。
【００１６】
【発明の実施の形態】図１は、本発明の実施の形態によ
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る超音波画像診断装置の動作を説明するための図であ
る。
【００１７】本発明による超音波画像診断装置は、超音
波検査の対象となる患者のＲＯＩに対して超音波の送受
信をして得られた信号に基づきＢモード像の表示、Ｍモ
ード像の表示、カラー表示を含むドプラモードの表示が
可能な構成を備えている。この構成は既存の超音波画像
診断装置の備える構成と同様である。これらの構成によ
り得られる超音波断層像ならびにドプラ情報は、超音波
画像診断装置の備える図示しない画像モニタにより画像
表示される。
【００１８】図１に示す本発明の超音波画像診断装置の
有する処理手順１は、（ａ）～（ｆ）に至る流れの各段
階毎に情報処理が実施される。この処理手順１は超音波
画像診断装置の備える図示しない演算装置により情報処
理を行うことにより実行される。
【００１９】処理手順１の（ａ）においては、まず、２
枚の超音波断層像を比較するための比較元となる超音波
断層像を表示させる。この表示は図示しない画像モニタ
などに表示される。互いに比較される２枚の超音波断層
像は相異なるＲＯＩの画像でも良く、あるいは同一のＲ
ＯＩに対して時間的な経過観察を行うためのものであっ
ても良い。この表示される画像の選択は診察や治療の方
針により任意に決定される。
【００２０】処理手順１の（ｂ）においては、先の
（ａ）において比較元となった画像のサンプリングポジ
ションマークの画面上の位置情報および画質条件を保存
することが行われる。このサンプリングポジションマー
クはドプラモードにおけるドプラ計測が行われる部位を
超音波断層画像上に示すためのものである。このサンプ
リングボリュームにより設定された領域のドプラスペク
トラムがＦＦＴ回路により求められて表示される。
【００２１】また、Ｍモードにおいては図示しないＭモ
ード観測方向を示すカーソルも画面上に表示される。こ
のカーソルの表示位置において得られた超音波の反射波
情報によりＭモード像の描出が行われ、このカーソル位
置も保存される。画質条件はドプラモードやＭモードに
よる計測が行われる元のＢモード像の表示条件であり、
例えばコントラストや輝度、カラードプラの色相などを
画質条件として保存する。
【００２２】処理手順１の（ｃ）においては、先の
（ａ）および（ｂ）において対象となった比較元の画像
と異なり、比較する相手となる比較先の画像の表示を行
う。この画像の表示は図示しない画像モニタにて行わ
れ、先の比較元の画像と同時に表示される。この表示は
画像モニタ上にて並べて表示され、画像の配置は例えば
操作者の任意により適宜に設定される。
【００２３】処理手順１の（ｄ）においては、比較先と
なる画像のサンプリングポジションマークの画面上にお
ける位置情報および画質条件の保存が行われる。この保
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存は先の（ｂ）における比較元となる画像に対する処理
手順と同様であり、Ｍモードのカーソルも表示されてい
る場合は同時に保存される。
【００２４】処理手順１の（ｅ）においては、保存（記
憶）された比較元の画像のサンプリングポジションマー
クの位置情報ならびに画質条件に基づいて、画像表示が
行われる。この画像表示は新たに描出されたＢモード像
に対して適用され、従って表示されるＢモード画像は保
存されていた比較元の画像の画質条件が適用されて表示
される。同様に、新たに描出されたＢモード像に対して
ドプラモードのサンプリングポジションが表示される。
【００２５】例えば、操作者は再び新たに比較元となっ
た患者のＲＯＩの超音波断層像を描出して画像モニタに
表示させる際において、以前に描出した超音波断層像の
画質条件による再表示がなされ、同時に以前に計測した
画面位置でのドプラモードのサンプリングポジションマ
ークが表示される。操作者は図示しない超音波プローブ
を以前に超音波走査した患者の部位に当てることによ
り、以前と同様の断層面を描出する。また、微妙な超音
波断層像の位置ずれに関しては、このサンプリングポジ
ションマークの位置を断層面の位置合わせに用いること
もできる。
【００２６】処理手順１の（ｆ）においては、保存（記
憶）された比較先の画像のサンプリングポジションマー
クの位置情報ならびに画質条件に基づいて、画像表示が
行われる。この（ｆ）における比較先の画像は、やはり
新たに患者のＲＯＩを描出したＢモード像であり、先の
（ｅ）による比較元の画像表示の場合と同様に保存され
た画質条件にて表示される。また、この比較先の画像に
対してもドプラ計測が行われる場合には同様に保存され
ていたサンプリングポジションマークが再び画像上に表
示される。
【００２７】この（ｅ）と（ｆ）にて表示される比較元
と比較先のそれぞれの画像は、画像モニタ上に同時に表
示しても良く、あるいは互いに交互に表示することも可
能である。この（ｅ）と（ｆ）の画像表示の切り換え
は、例えば患者のＲＯＩのＢモード像を表示しておき、
このＢモード像は表示したままで画質条件のみを比較元
と比較先の条件で交互に切り替えることができる。ま
た、ドプラモードのサンプリングポジションマークも比
較元と比較先の交互にて切り替えることができ、それぞ
れの切り替え状態においてドプラ計測が行われる。
【００２８】図２は、本発明の実施の形態による超音波
画像診断装置のモニタ画面の一例である。（ａ）は比較
元の画像表示であり、図示しない超音波画像診断装置が
備える画像モニタに表示される表示画面２にはＢモード
像８と、Ｍモードの走査方向を示すカーソル７と、第１
のサンプリングポジション６と、が第３の表示画面５に
表示されている。また、表示画面２には、第１の表示画
面３と、第２の表示画面４と、が同時に表示されてい
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る。
【００２９】この（ａ）に示される比較元の画像表示で
は、Ｂモード像８上に表示された第１のサンプリングポ
ジション６の箇所で計測されたドプラ情報が、第１の表
示画面３に表示されている。この第１の表示画面３に表
示されたドプラ波形は第１のサンプリングポジションで
のドプラ計測波形をリアルタイムで表示している。Ｂモ
ード像８は例えば患者のＲＯＩを描出している超音波断
層像であり、このＲＯＩの部分に関して画像観察を最適
に行うための画質条件の設定ならびに保存（記憶）が行
われ、ドプラ計測のための第１のサンプリングポジショ
ン６の設定ならびに保存も行われる。カーソル７に関し
ても同様にＢモード像８上での設定ならびに位置情報の
保存が行われる。
【００３０】次に、（ｂ）は比較先の画像表示／呼出が
表示画面２にて画像表示されている場合の一つの例であ
る。Ｂモード像８に対して第２のサンプリングポジショ
ン９が設定されている。この第２のサンプリングポジシ
ョン９において計測されたドプラ計測の結果は、第２の
表示画面４にて表示され、ここで表示されているドプラ
計測の結果はリアルタイムで表示されている。この第２
の表示画面４にてリアルタイムのドプラ計測の結果が表
示されている状態では、第１の表示画面３に表示されて
いた第１のサンプリングポジション６にて計測されたド
プラ計測の結果はフリーズ（Ｆｒｅｅｚｅ）状態であ
る。
【００３１】また、Ｂモード像８には第２のサンプリン
グポジション９およびカーソル７の表示以外に、待機表
示１０が表示されている。この待機表示１０は先の
（ａ）の比較元の画像表示において表示されていた第１
のサンプリングポジション６の位置に表示されている。
この待機表示１０は、第２のサンプリングポジション９
と明確に見分けが付くように、たとえば破線などを用い
て表示されても良く、あるいは点滅により表示したり、
輝度を低くして表示することによっても良い。
【００３２】この待機表示１０にて、例えば操作者は第
１の表示画面３に表示されているドプラ計測波形の計測
サンプリング位置を知ることができる。また、第２のサ
ンプリングポジション９以外に第１のサンプリングポジ
ション６が存在していることを知り得る。
【００３３】（ｃ）は、比較元の画像呼出しを表示した
表示画面２である。この表示状態での表示画面２は再び
第１のサンプリングポジション６が有効となり、逆に第
２のサンプリングポジション９が待機表示１０の状態に
て表示されている。また、第１の表示画面３に表示され
ていたドプラ計測の波形は、フリーズ状態からリアルモ
ードに移行して、時系列で変化するライブ（Ｌｉｖｅ）
画像を表示している。その一方で、第２の表示画面４は
第２のサンプリングポジション９にて計測されたドプラ
計測の波形をフリーズ状態で表示している。

8
【００３４】この（ｂ）と（ｃ）の表示画面２での表示
状態の切り換えは、操作者の任意にて自在に切り替える
ことができる。この切り換え操作は、図示しない超音波
画像診断装置に備わる操作パネルなどを操作することに
より切り替えても良く、あるいは表示画面２上の所望す
る表示位置を指で触れることにより切り替えることもで
きる。この場合は、表示画面２が表示される画像モニタ
の表示面上に薄膜状の電気接点を構成することにより、
実現できる。
【００３５】図３は、本発明の実施の形態による超音波
画像診断装置によるモニタ画面の表示の一例であって、
（ａ）は比較元のＲＯＩ表示、（ｂ）は比較先のＲＯＩ
表示／呼出、（ｃ）は比較元のＲＯＩ呼出をそれぞれ示
している。
【００３６】超音波画像診断装置の備える画像モニタな
どに表示される画像表示の例として、先の図２において
説明した表示の一つの例以外に、例えばカラードプラモ
ードにおけるカラーＲＯＩ表示がある。カラードプラモ
ードにて超音波走査された、例えば患者のＲＯＩ部分の
ドプラ情報を、所定の範囲内でＢモード像上に表示す
る。
【００３７】（ａ）の比較元のＲＯＩ表示においては、
表示画面１１にＢモード像１２が表示されている。この
Ｂモード像１２は例えば患者のＲＯＩが存在する部位を
含む超音波断層像であり、リアルタイムでＲＯＩ部分の
動きを表示している。このＲＯＩ部分に対してカラード
プラモードでのドプラ計測が行われ、このドプラ計測が
行われている部分は、第１のＲＯＩ表示１３として表示
されている。この第１のＲＯＩ表示１３の範囲内では、
その範囲内での血流などの流れや、体内組織の運動によ
りカラードプラ表示が行われている。このカラードプラ
表示は、動きの速度や超音波プローブに対する動き方向
のベクトルに応じて、色を赤から青に変化させたり、あ
るいは輝度に階調を持たせるなどして表示している。
【００３８】（ｂ）の比較先のＲＯＩ表示／呼出の表示
画面１１では、Ｂモード像１２に第２のＲＯＩ表示１４
が表示されている。この第２のＲＯＩ表示１４は例えば
操作者の必要に応じて任意に選択および切り換えが可能
である。第２のＲＯＩ表示１４の表示に加えて、待機表
示１５が同時にＢモード像１２内に表示されている。こ
の待機表示１５は（ａ）の第１のＲＯＩ表示１３が呼出
し可能に保存されていることを示している。この待機表
示１５は、図３の（ｂ）に示されるように破線で表示す
るほかに、たとえば点滅表示を行ったり、あるいは輝度
を下げるなどして表示することで待機状態を示す。
【００３９】（ｃ）は、表示画面１１にて比較元のＲＯ
Ｉ呼出の表示画面が表示されているところを示してい
る。ここでは、先の（ｂ）にてＢモード像１２に表示さ
れていた第２のＲＯＩ表示１４が待機表示に切り換わ
り、その代りに（ｂ）の表示画面１１にて待機表示１５
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となっていた第１のＲＯＩ表示１３が再びリアルタイム
なカラーＲＯＩ表示になっている。このカラーＲＯＩ表
示の範囲内でカラードプラモードによるドプラ表示が行
われる。
【００４０】なお、以上説明した実施の形態は、本発明
の理解を容易にするために記載されたものであって、本
発明を限定するために記載されたものではない。したが
って、上記の実施の形態に開示された各要素は、本発明
の技術的範囲に属する全ての設計変更や均等物をも含む
趣旨である。
【００４１】
【発明の効果】以上述べた本発明による超音波画像診断
装置よれば、サンプリングポジション、Ｍマークおよび
カラーＲＯＩ表示の位置を記憶および呼出し可能とし、
また、同時に２個所のＲＯＩをそれぞれ画面表示可能な
超音波画像診断装置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態による超音波画像診断装置
の動作を説明するための図であって、（ａ）～（ｅ）は

10
それぞれ順に処理手順の流れの概略を示す。
【図２】本発明の実施の形態による超音波画像診断装置
によるモニタ画面の一例であって、（ａ）は比較元の画
像表示、（ｂ）は比較先の画像表示／呼出、（ｃ）は比
較元の画像呼出をそれぞれ示す。
【図３】本発明の実施の形態による超音波画像診断装置
によるモニタ画面の一例であって、（ａ）は比較元のＲ
ＯＩ表示、（ｂ）は比較先のＲＯＩ表示／呼出、（ｃ）
は比較元のＲＯＩ呼出をそれぞれ示す。
【図４】従来の超音波画像診断装置の構成を説明するた
めの概略図を示す。
【符号の説明】
１…処理手順、２…表示画面、３…第１の表示画面、４
…第２の表示画面、５…第３の表示画面、６…第１のサ
ンプリングポジション、７…カーソル、８…Ｂモード
像、９…第２のサンプリングポジション、１０…待機表
示、１１…表示画面、１２…Ｂモード像、１３…第１の
ＲＯＩ表示、１４…第２のＲＯＩ表示、１５…待機表示

【図１】
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